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不
況
対
策

問
　

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

が
全
世
界
に
広
が
り
、
平
成
20

年
10
月
に
日
本
共
産
党
市
議
団

が
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
も
、
７
割
も
の
人
が
住

民
税
や
医
療
費
の
負
担
増
、
年

金
給
付
の
減
少
を
理
由
に
挙
げ
、

生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
と
回
答

し
て
い
る
。

　

自
治
体
は
地
方
自
治
法
に
基

づ
き
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

雇
用
、
暮
ら
し
が
深
刻
な
状
況

に
対
し
、
暮
ら
し
雇
用
対
策
委

員
会
を
設
置
し
て
い
る
市
も
あ

る
。
本
市
で
も
全
庁
を
あ
げ
た

体
制
づ
く
り
は
出
来
な
い
か
。

答
　

本
市
で
は
行
政
が
一
体
と

な
り
、
子
供
の
医
療
費
助
成
に
お

け
る
小
学
６
年
生
ま
で
の
助
成

対
象
の
拡
大
、
妊
婦
健
康
診
査

の
公
費
負
担
回
数
の
拡
充
、
就

労
支
援
、
入
札
制
度
の
見
直
し

に
よ
る
市
内
業
者
の
受
注
機
会

の
拡
大
等
の
施
策
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
ま
た
、
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
、
危
機
管
理
体
制
や

医
療
体
制
の
充
実
、
24
時
間
急

病
医
療
情
報
案
内
等
、
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
市
民
に
提
供

す
る
た
め
の
総
合
的
な
取
り
組

み
を
21
年
度
予
算
の
重
点
に
置

い
て
い
る
。

　

経
済
状
況
悪
化
の
中
、
市
民

生
活
を
守
り
地
域
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
縦
割
り
行
政
を

排
し
て
、
部
門
を
越
え
た
行
政

の
一
体
化
が
大
変
効
果
的
で
あ

り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
施
策

は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

行
財
政
改
革

問
　

本
市
で
は
民
間
で
出
来
る

こ
と
は
民
間
で
と
の
考
え
か
ら
、

退
職
者
不
補
充
で
正
規
職
員
を

減
ら
し
、
民
間
へ
の
委
託
化
を

進
め
て
き
た
。
し
か
し
専
門
性

と
継
続
性
を
維
持
す
る
こ
と
で

市
民
の
信
頼
を
得
て
い
る
事
業

も
多
い
。
無
駄
と
浪
費
を
な
く

す
こ
と
は
大
切
だ
が
、「
安
け
れ

ば
良
い
」
で
行
う
人
件
費
の
削

減
は
、
継
続
性
が
維
持
で
き
ず
、

雇
用
の
不
安
定
を
招
く
。

　

民
間
委
託
に
よ
り
人
件
費
を

合
計
35
億
円
削
減
し
た
と
し
て

い
る
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。
今
後

検
証
す
る
と
議
会
で
答
弁
し
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
。

答
　

市
民
満
足
度
の
向
上
及
び

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
の
起
点
で
あ
る
「
プ
ラ

ン
」
策
定
時
に
市
民
の
声
を
ど

れ
だ
け
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
反
映
出
来
る
か
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
る
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
い
な

が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
ｅ-

モ
ニ
タ
ー
制
度
等
を
活

用
し
、
双
方
向
で
市
民
の
声
を

聞
く
他
、
専
門
的
案
件
に
つ
い

て
審
議
会
を
設
置
し
、
市
民
代

表
や
事
案
に
適
し
た
有
識
者
か

ら
の
意
見
を
聞
け
る
よ
う
、
委

員
の
選
出
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
の
行
財
政
改
革
は
事
業

や
コ
ス
ト
、
職
員
定
員
を
削
減

す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
満
足
度
の
向
上
と
の
両
立
を

目
指
し
、
計
画
的
に
推
進
し
て

い
る
。
し
か
し
、
急
激
な
社
会

経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
計

画
策
定
時
に
期
待
し
た
目
標
の

検
証
や
、
必
要
に
応
じ
た
見
直

し
も
大
切
な
作
業
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

対
す
る
検
証
は
、
行
財
政
改
革

審
議
会
の
審
議
後
の
秋
頃
に
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
。

介
護
保
険

問
　

高
齢
化
が
一
層
進
む
中
で
、

介
護
が
必
要
な
時
に
経
済
的
な

不
安
が
な
く
、
安
心
し
て
老
後

を
送
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
国

民
の
願
い
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
料
の
改
定
に
際
し

て
、
低
所
得
者
へ
は
ど
の
よ
う
な

配
慮
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
介

護
事
業
者
の
経
営
困
難
を
招
き
、

行
徳
近
郊
緑
地

問
　

行
徳
近
郊
緑
地
は
、
行
徳

地
区
に
と
っ
て
貴
重
な
森
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
緑
地
保
全
に

つ
い
て
、
定
例
会
や
行
徳
臨
海

部
特
別
委
員
会
で
何
度
も
採
り

上
げ
て
き
た
。
市
民
懇
話
会
を

設
置
し
県
に
提
言
し
た
と
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

　

ま
た
、
カ
ワ
ウ
の
糞
に
よ
る

源
で
あ
り
、
市
税
納
税
者
の
中

に
は
社
会
保
険
加
入
者
も
い
る
。

今
後
の
一
般
会
計
繰
入
金
や
保

険
税
の
増
額
を
防
ぐ
に
は
、
増

え
続
け
る
医
療
費
の
抑
制
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
に
医
療
費
の
現
状

を
周
知
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指

導
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
重
病
化
を
防
ぐ
こ
と
で
、

医
療
費
の
削
減
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
支
出
金
の
交
付
割
合

の
増
額
に
つ
い
て
も
国
・
県
に

要
望
し
て
い
く
。

学
力
向
上
の

推

進

問
　

施
政
方
針
に
お
い
て
、
創

意
と
活
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
、
小
中
学

校
10
校
と
幼
稚
園
２
園
を
学
力

向
上
推
進
校
に
指
定
し
、
学
力

の
更
な
る
向
上
を
図
る
と
あ
る

が
、
小
学
校
で
読
み
・
書
き
・

計
算
と
い
う
基
礎
学
力
を
習
得

し
な
い
ま
ま
、
中
学
校
に
進
学

し
、
授
業
内
容
が
理
解
で
き
な

い
例
が
あ
る
。
昨
今
の
経
済
不

況
で
、
保
護
者
は
子
供
を
学
習

塾
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
中
で
、
本
市
は
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か

考
え
を
問
う
。

答
　

学
力
向
上
推
進
校
に
指
定

さ
れ
た
学
校
が
、
研
究
活
動
を
通

し
て
、
教
員
の
指
導
力
の
向
上

と
子
供
の
学
力
向
上
に
向
け
た

授
業
改
善
を
図
り
、
市
内
の
各

小
中
学
校
・
幼
稚
園
は
、
推
進

校
の
実
践
を
参
考
に
し
て
、
子

供
の
基
礎
学
力
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
と
中
学
校
で

は
、
生
徒
指
導
だ
け
で
な
く
、

教
科
指
導
に
つ
い
て
も
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

日

本

共

産

党

金
子　

貞
作　
　

清
水
み
な
子

二
瓶　

忠
良　
　

桜
井　

雅
人

谷
藤　

利
子

代表質疑

介
護
従
事
者
は
低
賃
金
と
厳
し

い
労
働
条
件
の
も
と
、
離
職
率

が
増
加
し
て
い
る
。
今
回
の
介

護
報
酬
が
３
％
ア
ッ
プ
し
た
こ

と
で
、
介
護
従
事
者
の
賃
金
や

処
遇
は
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ

る
の
か
。

答
　

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
、
介
護
保
険
料
が
上
昇

し
た
低
所
得
者
に
対
す
る
激
変

緩
和
措
置
が
20
年
度
で
終
了
す

る
。
そ
の
た
め
、
他
の
被
保
険

者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が

ら
、
特
例
の
保
険
料
を
設
け
る

な
ど
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
に

介
護
保
険
料
を
薄
く
広
く
負
担

し
て
頂
く
よ
う
な
改
正
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
回
の
介
護
報
酬
の
ア
ッ
プ

に
よ
り
、
介
護
従
事
者
の
人
材
確

保
や
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
、
利

用
者
が
よ
り
安
心
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

樹
木
の
被
害
対
策
を
以
前
か
ら

県
に
要
望
し
て
き
た
が
、
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　

行
徳
近
郊
緑
地
の
整
備
や

管
理
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
行
徳

内
陸
性
湿
地
再
整
備
検
討
協
議

会
に
お
い
て
、
一
部
の
関
係
者

の
み
を
構
成
員
と
し
て
非
公
開

で
協
議
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

本
市
は
、
平
成
18
年
度
に
独
自

に
市
民
懇
話
会
を
設
け
、
緑
地

内
が
見
え
な
い
現
在
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
か
ら
、
透
明
防
音
塀
等
の

見
通
し
の
良
い
素
材
へ
の
変
更
、

欠
真
間
三
角
か
ら
丸
浜
川
一
帯

の
整
備
等
、
数
項
目
に
わ
た
る

提
言
内
容
を
ま
と
め
、
19
年
に

要
望
書
を
県
に
提
出
し
、
協
議

を
進
め
て
き
て
い
る
。

　

カ
ワ
ウ
対
策
は
、
県
が
行
っ

て
き
た
営
巣
防
御
用
ロ
ー
プ
の

設
置
等
で
カ
ワ
ウ
の
生
息
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

と
調
整
し
、
緑
地
保
全
と
鳥
類

保
護
と
の
調
和
の
と
れ
た
近
郊

緑
地
へ
の
改
善
に
努
め
る
。

　

な
お
、
千
葉
県
行
徳
内
陸
性

湿
地
再
整
備
検
討
協
議
会
が
公

開
に
な
り
、
本
市
も
協
議
会
の

構
成
員
と
な
っ
た
た
め
、
市
の

意
見
を
協
議
会
で
主
張
し
て
い

き
た
い
。

国
民
健
康
保
険

問
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
は
、
一
般
会
計
予
算
か
ら

の
繰
入
金
額
が
年
々
増
加
し
、

平
成
21
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、

繰
り
入
れ
が
40
億
円
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
36

年
に
国
民
皆
保
険
制
度
と
い
う

こ
と
で
発
足
さ
れ
、
今
後
も
存

続
す
べ
き
制
度
と
考
え
る
が
、

保
険
税
額
に
つ
い
て
は
、
医
療

機
関
を
あ
ま
り
利
用
し
な
い
若

い
世
代
と
高
齢
者
で
は
、
同
額

の
年
収
で
も
控
除
額
の
関
係
で
、

若
い
世
代
の
方
が
高
額
に
な
っ

て
し
ま
う
。
逆
に
高
齢
者
で
も

年
金
生
活
者
は
、
保
険
税
の
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

保
険
税
の
体
制
を
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
い
、
市
民
、
議
会
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
の
支
出
を

削
減
す
る
方
策
を
議
論
す
べ
き

で
あ
る
。
削
減
策
に
つ
い
て
の

考
え
を
問
う
。

答
　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、

被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
税
、

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
及
び
市

の
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
繰
入

金
で
賄
う
こ
と
が
原
則
と
な
っ

て
い
る
が
、
財
源
不
足
を
一
般

会
計
の
繰
入
金
で
補
わ
な
け
れ

ば
運
営
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
般
会
計
の
財
源

は
市
税
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全

市
民
の
た
め
の
施
策
を
行
う
財

緑

風

会

松
井　
　

努　
　

松
永　

鉄
兵

稲
葉　

健
二　
　

松
永　

修
巳

竹
内　

清
海

専門性と継続性が求められる家庭ごみの収集

多くの野鳥が生息する行徳近郊緑地


